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広
域
市
町
村
奴
興
計
画
根
幹
事
業
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
、
年
次
計
画

に
よ
り
路
線
別
の
改
良
等
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

四
十
七
年
度
計
画
と
し
て
岩
法
寺
線
の
改
良
と
屋
敷
前
、
平
ケ
谷
地
線

の
改
良
舗
装
を
施
行
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
岩
法
寺
線
の
舗
装
と
山
ノ
神

線
の
改
良
を
計
画
し
て
あ
り
ま
す
が
、
岩
法
寺
線
に
つ
い
て
は
早
期
完
成

を
目
標
に
発
注
を
し
七
月
末
日
に
立
派
な
舗
装
道
路
が
完
成
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
工
事
概
要
は
次
の
と
お
り
。

工

事

の

概

要

昭
和
四
十
七
年
度
の
工
事
は
舗

装
前
提
工
事
と
し
て
の
改
良
で
巾

員
七
米
、
延
長
六
五
五
米
で
施
行

し
事
業
費
は
一
千
二
百
九
十
―
―
―
万

三
千
円
で
す
。

昭
和
四
十
八
年
度
工
事
は
、
四

十
七
年
度
に
て
舗
装
前
提
工
事
が

終
っ
て
い
る
こ
れ
の
舗
装
工
事
を

全
延
長
六
五
五
米
に
つ
い
て
施
行

し
た
も
の
で
す
。

一

、

エ

期五
月
二
十
一
日
よ
り
八

月
十
日

一
、
請
負
業
者

石
川
町
北
町

有
限
会
社
志
賀
建
設

一
、
工
事
規
模

舗
装
四
、
五
八
十
平
方

米

一
、
請
負
金
額

七
百
一
万
三
千
円

以
上
の
概
要
で
七
月
二
十
七
日

全
工
事
を
完
成
し
、
木
道
路
の
総

事
業
費
は
一
千
九
百
九
十
四
万
六

千
円
と
な
り
、
一
米
当
り
の
工
事

費
は
三
万
五
百
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。本

道
の
完
成
に
よ
り
国
道
一
―

八
号
線
と
県
道
玉
川
、
田
村
線
を

結
ぶ
交
面
網
の
一
部
が
確
保
出
来

ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
道
路
は
カ
ー
プ
が

多
い
の
で
交
通
事
故
に
つ
い
て
は

十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

ク下デク中
写

旬日 旬
九
日

0
日

一
七
日

一
五
日

ク // 1/ 上

旬

民
生
委
員
協
議
会

（

住

民

米
生
産
調
整
概
算
金
支
払

（

産

業

選
挙
管
理
委
員
会

（
総
務

敬

老

会

（

住

民

村
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（

公

民

婦
人
リ
ー
ダ
ー
研
修

（
磐
梯
青
年
の
家
）

子
牛
せ
り
市

第
八
回
農
業
委
員
会（

企

画

室

）

教
育
委
員
会
（
教
育
委
員
会
）

区

長

会

（

総

務

課

）

保
険
税
第
二
期
納
期
限

月

例

監

査

（

総

務

定

例

村

識

会

（

議

課）会） 館） 課）課） 課） 課）
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本
年
も
皆
さ
ん
の
健
康

を
守
る
た
め
下
記
に
よ
り

一
般
住
民
結
核
健
康
診
断

を
実
施
し
ま
す
の
で
一
人

残
ら
ず
検
診
に
参
加
し
て

下
さ
い
。

自
分
ガ
健
康
だ
と
思
っ
て

も
年
に
一
度
は
正
し
い
診

断
を
受
け
自
分
の
健
康
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

゜
ぅ

村
と
保
健
所
で
は
皆
さ

ん
が
診
断
を
受
け
易
い
よ

う
に
本
年
も
レ
ン
ト
ゲ
ソ

車
を
部
落
会
場
に
運
行

し
、
費
用
は
一
切
村
で
負

担
し
ま
す
の
で
無
料
で
実

施
し
ま
す
。

一
、
生
後
一
ニ
ケ
月
か
ら
五

才
迄
の
乳
幼
児
は
ッ
ペ

ル
ク
リ
ソ
を
接
種
す
る
だ
け
で
す
。

（
ッ
反
検
査
の
結
果
に
よ
り
B
C
G
を

接
種
す
る
）

二
、
六
オ
か
ら
二
十
九
才
迄
の
方
は
ッ
ベ

ル
ク
リ
ソ
接
種
と
レ
ソ
ト
ゲ
ン
撮
影
を

行
い
ま
す
。

（
ッ
反
検
査
は
前
と
同
じ
）

――-‘̀――
-0オ
以
上
の
方
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
だ
け
で
す
。

四
、
検
診
個
人
票
は
後
日
送
付
し
ま
す
の

で
必
ず
会
場
に
持
参
し
て
下
さ
い
。

五
、
一
応
地
域
毎
に
日
時
と
会
場
を
定
め

ま
し
た
が
指
定
の
日
に
都
合
の
悪
い
方

は
他
の
会
場
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

＠
日
程
卜
表
の
通
り
。

結核饂顕；・診断実施のお知砂

健康診断実施

要項

:, 

1 王 i t 贔日 士 十 十 ~ 月ど
_,_/, _ 

屑 干 省 盲 臼， 五 胃日 日 日 日 日 日 日 日 日
日

土 木 土 木 水 月 金 木 水 火 日 金 木 水 火 月 曜日

蒜小 岩 南 J!l 山

i 
竜 北 四

地
辻 レ‘

法 中 須 小 須 ロ， ． 

ン’

> 新
域 卜

生高 寺 釜 辺 屋 崎 釜 田 ゲ

午胄亨

午午午

“ 三か
旦

午 午午

tti 念 :三!か

午 午午 ン'

後 ~~ 後 ,~ 後
り？ 時 援

午..:. 午- 午一 影

門、 -峙 門
;ニーな:ら、

後時 昇 及
時か

~まt び
待ら 五ら 誓ら ？ら 1ら 戸 三ら

まで 分十
十 十 ッ

で で で で 分 : で で分 ペ
ま ま ま 間

Jレ
で で で

ク

玉 右,__.., 母 須 )II . 山 石 竜 北 石吉
＇ベリ

JI I 法 子 辺 小 井 須 会
ン‘

釜 崎 井 接
村 寺 セ 農 屋 釜

集
小 貞 公 菊 種

公 集 ソ 業 公 集 荷

醤 腐
ク

呂子

斎 醤
民

嘉
夫 場

I 校 宅 館 宅 所

i 師 <i 師

大

I 菜塁i 師
羹塁 菜塁 菜塁i 師

医
ヽ~

｀ 
師

名

¥J 面::tt 小 岩 南 ii I 山 I 竜 北
四 I

地
辻

法 中 須 小 須 吉 ツ

i 
新

域 ベ

生高 寺 釜 辺 屋 崎 釜 田 Iレ

ク

戸
午午

午聾午後 藝午午後

干 千

贔 畠"i 
午 午 リ

午:
後 後 後 後 後 時 ソ

千一 午二 千一 千二 千一

後時 後時 後時
後ー時ニ 堕堕 堕時 後時 後時 反

三二 三三 三三 二三

は汀 訂1S 戸 戸 ,s 1S はまか 昇素念
時十 ~s ま分

査でか でか で で でか でか でか でか
ら ら ら ら ら でら ら ら 間 及

び

B 

玉 岩

塁
須 JI! 山 石 竜 須 石 吉 C 

JII 法 辺
屋小 井 崎 釜 井 会 G 

村
寺公

セ
釜 農 公 接

貞 公 児 菊
公 ン＇ 支 業 公 民

種

醤 醤 クI 畠 醤
民 童 夫

場
所 宅 館 館 宅 館？
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医
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名

◎

日
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優
良
分
団

功

績

賞

長

佐
久
間
倉
太

小

高

分

団

＠
福
島
県
消
防
協
会
長

表
彰
（
伝
達
）

'l 

優

良

分

団

中

優

良

団

員

分

団

長

矢

部

‘

敏

彦

ク

曲

山

寛

一

ク

溝

井

英

雄

，

小

針

保

伯

分
‘
団

元
消
防
団

団

長

須

田

荘

助

て
し

、
こ

し
キ
ー

の
人
達

す。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
き
れ
い

な
環
境
造
り
を
推
進
し
よ
う
と
努

力
さ
れ
て
お
り
ま
す
部
落
の
方
々

に
申
訳
な
い
と
恩
い
ま
す
。

も
う
一
度
処
理
要
領
を
熟
読
さ

れ
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い

R
日
本
消
防
協

（
伝
達
）

日
危
険
物
は
当
日
の
午
前
八
時
三

十
分
ま
で
に
一
時
集
荷
所
に
出

荷
す
る
こ
と
o

`

．
（
特
定
日
以
外
は
絶
体
に
出
さ

な
い
こ
と
）

必

す
肥
料
や
飼
料
の
空
袋
に
入
れ

縄
や
紐
で
結
ん
で
散
乱
し
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
。

筆

．．．．．．．．． 
鑢
竃
讐
●
冨
璽
賃
置
蓄
璽
鵞
｀
菖
置
置
璽
｀
鼻
重
”
.
.
.
.
 墓

．．
 

夏
は
と
か
く
パ
テ
気
味
に
な

り
ま
す
。

健
康
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

団

長
団

員

退
職
消
防
団
長
感
謝
状

元

団

長

須

田

助

ク ク

円

谷

吉

大

野

正

徳

危
険
物
処
理
要
領

田

荘

助

佐
久
間
倉
太

よ
う
に

げ
ま
す
。

い
申
し
上

防
ぎ
ま

し
ょ
う

＠
福
島
県
知
事
表
彰

こ
ど
も
の

夏
休
み

で
す

勤

賞

訓

練

部

長

境

田

孝

意

危
険
集
め
る

人
の
身
に
な
っ
て

// クク

曲

山

英

夫

小

原

明

昭

関

根

広

一

大

越

吉

男

塩

沢

良

国

円

谷

兼

行

大

戸

茂

ク

婿
人
消
防
隊
小
高
区
隊

に
村
内
の

お
金
の
総

八

0
、
二
三
二

千

円

、

五

八

、

九

八

八

千

円

、

童

、

生

徒

一

人

あ
た
り
に
換
算
し
ま
す
と
、
小
学

ニ――

10、
三
八
九
円
、
中
学
校

ニ
―
-
、
六
五
四
円
で
す
。

こ
の
う
ち
国
、
県
支
出
金
は
小

班分団

ク団

長長員

優
良
少
年
消
防
ク
ラ
プ
表
彰

吉
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

二
十
三
万
円
が
使
わ
れ
て
い
ま
す

中

根

新

治

I日
Jし

第
二
十
五
回
福
島
県
消
防
協
会
石
川
支
部
幹
部
大
会
が
七

月

―

一

日

石

川

町

体

育

館

に

お

い

て

、

た

、ゞ、カ

分

1-

口
が
知
事
表
彰
に
か
が

分団

団`

長員

団

長

佐

久

間

太

団

佐

久

、

間

倉

吉

＜
 

大

竹

友

重

小

林

一

郎

関

根

広

一

宗

形

勝

吉

矢

吹

昭

七

矢

吹

嘉

志

石

井

久

治

団

クク

員

分

団

長
ク

班

長ク

団

員ク

班

長ク

宗

形

勝

吉

塩

沢

勝

鈴

木

高

義

鈴

木

要

二

鈴

木

茂

夫

矢
吹
義
―
―
―

内

正

雄

大

野

勝

雄

.. 

学
校
一
九
、
二
八
四
円
、
中
学

校
二
二
、
一
五
一
円
に
な
っ
て
い

ま
す
。

村
の
行
政
費
の
中
で
教
育
費
は

――

10、
五
形
で
最
も
多
い
割
合
を

占
め
て
お
り
ま
す
。

人
に
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こ

れ

の

ひ

と

つ

で

、

皆
さ
ん
が
料
理
店
、
バ
ー
、
キ

ャ
バ
レ

L‘

寿
し
屋
、
食
堂
、

大
衆
酒
場
、
、
ス
ナ
ッ
ク
、
喫
茶

店

、

旅

館

、

テ

ル

、

そ

の

他
こ
れ
に
i

で
飲

食

し

た

り

、

に

利
用
料
金
の

て
か
A

り

ま

す

が

、

よ

、、、

っ
て
は
免
税
点
の
適
用
が
あ
り

ま
す
。
ヽ
｀
｀

税
金
は
、
経
営
者
が
お
客
さ

ん
か
ら
あ
ず
か
っ
て
、
こ
れ
を

ま
と
め
て
県
に
納
め
る
し
く
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

経
営
者
は
、
お
客
さ
ん
か
ら

税
金
を
あ
ず
か
っ
た
し
る
し
と

し
て
、
公
給
領
収
証
を
発
行
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

公
給
餡
収
証
は
必
ら
ず
受
け
と

り
ま
し
ょ
う
。

免
税
と
な
る
場
合

①
旅
館
等
の
一
人
一
泊
の
料
金

が
一
、
八

0
0円
(
+
月
一
日

以
降
は
二
、
四

0
0円）

の
と
き
。

②
飲
食
店
、

館
の

れ
二
回
、
そ
れ
に
那
須
山
、

山
に
登
り
ま
し
た
が
、
今
年
も
昨

年
に
引
続
い
て
七
月
二
十
七
、

八
、
九
日
に
か
け
て
富
士
登
山
を

行
な
い
ま
し
た
。

快
晴
に
め
ぐ
ま
れ
た
二
十
八
日

バ
ス
で
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
を
通

っ
て
五
合
目
に
着
い
た
一
行
五
十

二
名
は
、
そ
こ
か
ら
八
合
目
を
目

指
し
て
出
発
、
途
中
の
ガ
レ
場
も

苦
に
せ
ず
、
夕
方
八
合
目
の
山
小

屋
に
着
き
、
そ
こ
で
ザ
ゴ
寝
の
一

しの

I¥
I
,＼
ー
／
‘
,
＼
ノ

i
¥
/＼
I'）
，
＼
ー
／
f

村
民
登
山

一
高

山頂雨でがつかり

（
郡
山
県
税
事
務
所
）

ど

の
接
待
が
あ
っ
た

と
き
は
免
税
扱
と
は
な
り
ま
せ

゜
ん

,•9, 

：＇・ピ
i
t

心
"
-
三

i

、訂；＇と：認

ょ

ら

ず
r[' 拿

公

給
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収
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必
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け
と
り
ま
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よ
うl

行
の
う
ち
約
半
数
の
者
は
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福
島
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警
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採
用
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お
知
ら
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も‘日て鉦まを走ま考解とこり日
な在の行蓋まにるまえ放かこきだ
れ来 近き 味にじ゜‘‘感がでりれ
ばの代まな他まそ空何にみ原にも
こし建すこ愛 せこ間かひな始なが
のか 築 ° との...vこにをたがにる使｝

もで I を 気は‘しりら近密い{
共は事 な

亘 の 個 壁 た つ ‘ い 室 ' ,
同 と きい ぉ 々 に い つ し 姿 Iし・>-
便も しこ も の 指 気 何 ば で 便 か}

も
の
、
こ
の
小
さ
い
密
室
で
数
多

く
の
黄
金
芸
術
の
花
を
咲
か
せ
て

来
た
も
の
で
し
ょ
う
。

と

こ

ろ

の

の

本

に

よ

る

と

古

く

は

で

出

る

ふ

ん

べ

つ

1
9
l
l
1
1
:
1
9
1
1
1
,
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黄
金
芸
術
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は
屁
の
如
し
」
あ
る
い
は
「

と
も
西
や
東
に
た
れ
か
け

人
が
北
な
か
り
け
る
」
な

や
か
し
や
エ
チ
ケ
ッ
ト
の

あ

り

、

ま

た

間

、

急
ぐ

ら や ら こ い と 此 C...'ヘ
L n! ずのま諷な自秀旧、

炉が種すし如嘲気制{
雨れ当の° た便す糞第
の然もこも所る々ーし
音 な の の の の も は 高 し
をがはほが壁の一等し
聞戻読かあに‘高学}
.,,. 
ざ

み‘っ手なの校

よ 齊
t → びーた習お便ツ i

ョと般といー所で ’ が隠知にいし馬← は
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〇
申
込
期
間

八
月
一
日
か
ら
九
月
二
十
九
日

つ
に

一
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
、
母
子
健
康
セ
ソ

゜

タ
ー

よ
う
お
知
ら
せ

已吾口

一
、
日
時
及
び
場
所

ま
で

0
試
験
期
日

日、

対

し

て

医

師

、

に

よ

る

健
康
診
断
を
始
め
蜆
虫
検
査
、
尿

す
。 しくも優勝を逸した.......................'. ........................ . 

グ石
ラ七川
ソ月地
ドニ方
に十青
て九年
‘日陸

‘上
浅競
川技
中会

女

一
日
か
ら

日
ま
で
に

二
、
対
象
者

日
、
午
後

で
、
須
釜
支

三
才
児
健
康
診
断

実
施
の
お
知
ら
せ

て
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ま
し
た
。

可
搬
の
部よ

ば
ず
お
し
く
も
小
差

＠

女

子

百

米

須

釜

ミ

ツ

イ

二

百

米

須

釜

ミ

ツ

イ

走

り

巾

跳

ひ

国

井

初

江

大

竹

節

子

三準総
合＝一
優

勝勝位位

北
須
釜
青
年
団

ス
ウ
ニ
デ
ン
リ
レ
ー

、
小
高
青
年
団

女
子
総
合

塩

田

昭

夫

車

田

利

重

砲

丸

投

げ

車

田

利

重

五

千

米

一

万

米

走
り
巾
跳
び

R 
四百

百

米米子

車
田
長
市
郎

関

根

勝

溝

井

正

治

田

子

武

幸

井

正

治

小

高

青

年

団

わ
れ
ま
し
た
。 二

日
石
川
町
町
民
グ
ラ

ン
ド
で
第
十
九
回
消
防
ボ
ン

自

動

車

チ

ー

ム

、

可

搬

の

チ
ー
ム
に
よ
り
技
を
競
わ
れ

小
高
分
団
は
自
動
車
の

で

た

。

準
優
勝
し
た
小
高
分
団
は
石
川

支
部
を
代
表
し
て
、
こ
の
大
会
に

優
勝
し
た
石
川
町
沢
田
分
団
と
共

に
九
月
二
日
、
日
大
グ
ラ
ン
ド
で

に
出

今
年
も
ま
た
台
風
シ
ー
ズ
ソ
が

近
づ
き
ま
し
た
。

台
風
は
、
例
年
八
、
九
月
ご
ろ

に
な
る
と
日
本
に
接
近
し
、
上
陸

す
る
も
の
が
多
く
な
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
多
く
の
尊
い
人
命
や
財
産

が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

年
間
で
、
台
風
等
の
風

水
害
に

五
百
八
十
七
人
と
い
う
非
常
に
多

く
の
犠
牲
者
を
出
し
て
い
ま
す
。

台
風
が
来
襲
す
る
と
、
暴
風
、

洪
水
、
表
雨
、
高
潮
な
ど
に
よ
る

河
川
の
は
ん
ら
ん
、
家
屋
の
倒

？
‘
-
壊
、
流
失
、
が
け
く
ず
れ
な
ど
か

ら
大
き
な
被
害
の
発
生
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
被
害
を
少

な
く
す
る
に
は
、
防
災
関
係
機
関

の
活
動
だ
け
で
は
十
分
で
な
く
、

住
民
の
ふ
だ
ん
の
準
備
や
注
意
が

大
切
で
す
。

台
風
が
近
づ
い
た
と
き
の
準
備

一
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
で
気
象
情

報
や
防
災
上
の
注
意
事
項
を
よ

く
聞
く
。

団
が
総
合
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

各
種
目
で
一
位
と
な
ら
れ
た
選

の
と
お
り
。

男
子
総
合位位位

レ
ー

小
高
青
年
団

第

回
玉
青
陸
上
競
技
大
会
開
か
れ
る

小
高
分
団
準
優
勝

写
真
は
自
動
車
の
部
に
出
場

し
た
小
高
分
団
の
選
手
達

場
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、

ご
声
援
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す。
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．
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二
．
外
出
や
旅
行
は
で
き
る
だ
け

見
合
わ
せ
る
。

三
、
窓
や
璽
戸
な
ど
は
、
釘
、
か

す
が
い
な
ど
で
止
め
る
か
、
板

を
あ
て
た
り
し
て
早
め
に
補
強

し
て
お
く
。

四
、
風
当
た
り
の
強
い
場
所
の
ガ

ラ
ス
窓
は
、
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ

な
ど
を
貼
り
補
強
す
る
。

五
、
古
い
家
屋
で
倒
れ
る
心
配
の

あ
る
も
の
は
、
柱
に
す
じ
か
い

を
し
て
お
く
。

六
、
煙
突
、

゜
＜
 

七
、
浸
水
の
沿
そ
れ
の
あ
る
地
域

で
は
、
家
財
道
具
を
台
の
上
や

二
階
に
移
す
。

八
、
崖
地
の
付
近
の
人
は
、
大
雨

が
続
く
と
地
盤
が
ゆ
る
み
崖
く

ず
れ
の
危
険
が
あ
る
の
で
十
分

注
意
す
る
。

九
、
河
川
や
海
岸
近
く
に
住
ん
で

い
る
人
は
川
の
水
か
さ
や
高
潮

や
波
浪
に
注
意
す
る
。
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も
し
血
圧
が
高
い
の
に
、
な
ん

の
治
療
も
し
な
か
っ
た
り
、
か
り

に
し
た
と
し
て
も
、
い
い
加
減
な

治
療
を
し
た
と
し
ま
す
と
、
そ
の

人
は
一
体
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の

だ
ろ
う
か
。
そ
の
結
果
は
、
脳
、

心
ぞ
う
、
腎
ぞ
う
な
ど
、
大
切
な

臓
器
を
い
た
め
て
し
ま
い
、
脳
卒

中
、
心
筋
硬
塞
、
腎
硬
北
症
な
ど

と
い
う
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
病

気
を
お
こ
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
高
血
圧
は
あ
な

た
の
寿
命
を
ち
ぢ
め
て
し
ま
う
危

険
信
号
な
の
で
す
。

な
お
、
高
血
圧
に
は
、
原
因
の

は
っ
き
り
し
て
い
る
症
候
性
高
血

圧
症
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
数
は

-1_1-
＝-―』,,.,,_,,,,
:
 

111■

-
-
1
1
1
1
1
1
1

ー
＝
＝
u
m
,
1・
ー

t
 叩

東

京

に

て

溝

井

一

郎

一

11

シ
グ
ナ
ル
の
青
に
も
ど
る
が
待
ち
遠
し
あ
わ
た

111

一
血

だ

し

か

り

東

京

に

来

て

―

―

一

束

京

に

二

日

宿

り

し

夜

の

更

け

に

故

郷

の

水

と

111

111

み
に
恋
し
き

一

ー

故

郷

の

水

欲

り

し

と

き

東

京

に

て

飲

み

た

る

水

l

は
喉
に
は
し
ま
ず

＿
 

畑

か

み

そ

り

の

と

ぎ

及

の

如

く

光

り

た

る

夜

の

稲

一

妻

に

梅

雨

遠

ざ

か

る

血

う

す

月

夜

に

蛙

の

声

の

み

ち

み

ち

て

今

宵

白

雲

＂

111

の

流

れ

動

か

ず

＿

l==＝u=-l=＝m-l-＝n=＿l=＿i=＝=こ_＿l=＝＝_＿1=-＝＝＝＝
-9m

血
圧
が
一
＝
向
い
と
と
う
な

つ
て
し
ま
う
の
か

少
な
く
、
高
血
圧
症
の
殆
ん
ど
は

、
原
因
の
は
っ
き
り
し
な
い
本
態

性
高
皿
圧
で
す
。

血
圧
の
数
値
だ
け
を
み
て
、
こ

の
人
は
脳
卒
中
を
お
こ
す
危
険
が

大
き
い
と
か
、
さ
ほ
ど
で
は
な
い

と
か
、
そ
の
診
断
を
き
め
る
こ
と

は
む
ず
か
し
い
の
で
す
。
必
ず
精

密
検
査
を
し
て
、
血
圧
の
高
い
こ

と
が
、
は
た
し
て
、
脳
や
心
臓
な

ど
大
切
な
と
こ
ろ
に
障
害
を
及
匠

し
て
い
や
し
な
い
か
、
そ
の
程
度

は
ど
の
く
ら
い
か
を
た
し
か
め
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
精
密
検
査
で
な
ん
ら
異
常

が
な
く
、
血
圧
だ
け
が
高
い
と
き

ほ
、
例
え
血
圧
が
高
く
て
も
今
す

ど
ん
な
高
血
圧
が
危
険

な
の
か

血
圧
の
高
い
人
は
必
ず

精
密
検
査
を
う
け
よ
う

塩
分
の
制
限
は
血
圧
を

下
げ
て
く
れ
る

一
、
要
医
療
の
人
。
き
ち
ん
と
医

師
に
か
か
っ
て
治
療
を
す
る
。

,
2
-
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植

田

1

`

g

l

〗
野
の
駅
や
杉
菜
の
う
ず
む
単
線
路
皿

皿

安

逹

太

良

の

月

の

い

ざ

よ

う

植

田

な

り

血

呻

型

古

き

妻

の

限

鏡

や

五

加

木

摘

む

甘

蓋

の

玉

巻

く

蝶

ゃ

群

れ

て

お

り

[

．．
． 

血

庖

黍

の

夏

の

葉

立

や

光

り

あ

ふ

皿

朝

庭

の

毛

虫

は

楽

土

探

し

お

り

I
l
l列
~
日
は
夭
に
と
ど
ま
り
み
切
場

＇ 

mII

淫

流

に

向

い

て

百

合

の

あ

ま

た

か

な
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ぐ
脳
卒
中
を
お
こ
す
と
も
い
え
ま

せ
ん
。こ

れ
と
は
逆
く
に
血
圧
が
さ
ほ

ど
高
く
な
く
て
も
、
検
査
の
結
果

が
お
も
わ
し
く
な
け
れ
ば
危
険
は

大
き
い
の
で
す
。

精
密
検
査
の
結
果
に
よ
っ
て
、

正
し
い
治
療
力
針
が
き
ま
る
の
で

す
。一

、
心
臓
に
障
害
が
あ
る
か
な
い

、0カ
一
、
眼
底
の
動
詠
の
状
態
を
し
ら

べ
る
。

一
、
腎
臓
障
害
が
あ
る
か
な
い

、。カ
そ
の
他
血
清
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の

検
査
等精

密
検
査
の
結
果

一
、
要
観
察
の
人
。
年
に
一
回
は

検
診
を
う
け
て
き
を
つ
け
る
。

一
、
要
指
導
の
人
。
生
活
指
導
を

き
ち
ん
と
う
け
て
治
瞑
す
る
。

日
常
生
活
の
注
意

薬
は
自
分
勝
手
に
の
ん
だ
り
、

や
め
た
り
す
る
こ
と
は
害
に
な

る
。

薬
を
の
む
の
を
忘
れ
た
か
ら
と

二
回
分
ま
と
め
て
の
む
の
は
危
険

薬
を
の
ん
で
い
る
か
ら
と
い
っ

て
、
生
活
上
の
注
意
を
守
ら
な
い

の
は
と
ん
だ
問
違
い
。
薬
は
主
治

医
か
ら
の
指
示
で
正
し
く
使
う

と
、
血
圧
が
う
主
く
下
が
っ
て
、

心
臓
の
負
担
や
血
管
の
い
た
み
も

ち
が
い
ま
す
。

た
だ
う
す
味
に
す
れ
ば
よ
い
と

い
う
の
で
は
な
い
の
で
す
。
大
切

な
の
は
、
一
日
に
よ
る
食
塩
の
量

を
制
限
す
る
こ
と
で
す
。

医
師
や
保
健
婦
、
栄
養
士
の
方

に
相
談
し
て
、
上
手
に
塩
を
へ
ら

す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

部

落

死

亡

者

氏

名

年

令

川

辺

鈴

木

俊

平

(79)

南

須

釜

阿

部

ト

メ

(79)

ク

大

野

功

績

(93)

ク

塩

沢

今

朝

松

(71)

北

須

釜

小

針

ナ

カ

(76)

世

帯

主

名

続

柄

主

代

三

郎

の

父

正

記

母

清

二

郎

養

カ

ツ

夫

武

雄

養

の

母父父

-
」
逝
去
お
悔
み
申
し
上
け
ま
す

一

（
七
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

クク北南竜中蒜川
部

須須

釜釜崎 生辺
落

小渡欄鈴瀬鈴曲坂

出

針辺 枝木 谷木山本生
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